
の方が重要である｡学芸大附高は大学受験の手段 として入ってくる生徒がほとんどであるが,受験

指導や補習は行わない｡ 1年生でAを3単位や93年生で選択でBをとれるようにしてある｡能力

のある生徒なのでいい刺激を与えるVCはどうすればよいかに苦心する｡野外実習は1日あてて授業

6時間vC換算 し皇居の外豪一周巡検につれて行 ってV,るO

これらの発言に対 し参会者から次のようを発言や質疑があった｡ 4人単位で自由vCグループを組

みテーマを与えて1ケ月の期間で10-30枚程度のレポー トを提出させ,提出後すべての生徒vC

発表させている . 地理にあま9関心のない子には系統地理は重複や分断があって理解が困難であ9,

地誌的夜ものが入 Dやすい｡授業時間外に地形図の作東をやらせてクループで野外調査をさせる｡

地理AVCは内容VC地理で覆いものが3分の1位含まれてVlるO地図と自然地理と経済地理たけあれ

ばよい.また中学と高校の内容vC重複が多い. よい副読本がほしい.地理学科卒果生がもっと教員

を志望 しては LV,｡ (文責 月山久子 )(1月19日)

オース トラ リア ･ニュージーラン ドの

自然 と土地利用景観

浅 海 重 夫

日本においてこれまで追求してきた｢地形面と土壌型との対応について｣の研究テーマを壕太平

洋地域VC拡げ,相互の朗連性と各地域の特性を考察するためVC,前年 10月～ 11月ve調査 したオ

ース トラリア(主として♪東部 )と-_1-ジーラン ドVEおける知見の一部を発表 した.

(1) オース トラリア,ニ>-サウスウェールズ ･ヴ ィクトリア州境のマーレイ川流域一帯の地形面

と土壌について｡

マーレイ川はオース トラリア大陸の内陸盆地を流れて外洋まで注 ぐ唯一最大の水系をもち,東西

350k皿の範囲に僅々10- 20mの比高を保つ平坦を台地面が拡がる｡流路ぞVIVC数段の段丘面が

あD,沖積面の幅はせまく,多くの小支谷は台地を刻む峡谷状をなL,谷壁にパットランド地形の

崩壊斜面をみせている.段丘面上の土壌はオース トラリア学派の説 くK-サイクル (乾燥期のさく

はく - 不安定朝 一 と湿潤期の土壌生成 一 安定期 - の交替 )に従った酉汐Uをしめし,高位の
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Katandra(K3)の風化の進んだ重砧箕土壌から中位のQuiamong,WidgeHi,day-

rung(広2)の赤色 ･黄色土壌を-て下位のCoonambidgaL(埠 ) の未成熟型土壌まで階段

状に各段丘面に対応される｡その配列は極めて明快 であり,段丘崖の比高は意外に小さい｡概 して

粘土分の含有量が多 く,降雨後の排水をおくらせるので随所に地表水が停滞 している｡ もっともこ

れはこの年の異常 を多雨に よる特異現象であった.乾燥大座を初めて訪れて,いき夜9異常出水

の氾濫ぷDに接 した｡ただし長い目で見れば,年毎の降水量の変動が大きいことこそが乾燥力垂の

正常な自然性であるわけだ｡この流域一帯の植物景観は,まれに残る自然相生のユーカリの疎林

(ydaHee)とごく一部のポプラの植林地を隙けば,すべて人工草原であ9,風車をもつ揚水井戸

がみられるほかVC,マーレー川中流から引水 した潅概用水路が-イウェイVC沿ってつくられている｡

(2) 二..-ジーランド北島中央部の火山地域のテフラと火山灰土壌について｡

ニュージーラン ド北島vcはメラボ湖周辺とロトルア地方vC火山群があ9,北島の中央部vC新旧の

テフラの累層が分布 している.約 10万年以上前の-ミル トン層から2- 1万年前まで(日本の立

川 ローム層までの各テフラVC相当 )を古期とL,以降の現在活動中までの降下堆積物を新期テフラ

とすると,古期のものVCおおわれた北西部の台地丘疲地帯VCqi, 日本のアy ドノイル(火山灰士魂

qcよく似ているが構造上著 しVl違いのある土壌(Yellow brown loam)があって,その生

戚過程 (とくVC気候環境の日本との違い)は追求するVC値すると思われる｡新期テフラ上の土壌は

未成熟塾で, 日本の北海道あたDの新期火山灰土と同じく,埋没腐植層 もみとめられる.

その他 オース トラリア,キャンベラ北方のジョージ湖周辺の水位低下,オース トラリア中部ア

リススプ1)ソグ付近の地形と植生,-i-ジーランド南島のマウントクック周辺の氷河と端堆石地

形等について発表 した｡ (3月 16日)
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